
千葉県農業共済組合

安心のネットワーク

No.15

2024

新年

CONTENTS

制度のお知らせ
地域のマルシェ紹介

パターン②



新
年
の
ご
挨
拶

本
年
も
よ
ろ
し
く

本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す

お
願
い
い
た
し
ま
す

農
業
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て

農
業
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て

　
収
入
保
険
と
農
業
保
険
の
普
及
・
定
着
へ

　
収
入
保
険
と
農
業
保
険
の
普
及
・
定
着
へ

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
よ
り
農
業
保
険
事
業
の
運
営
に
格
別
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
現
下
の
農
業
経
営
は
飼
料
・
肥
料
・
燃
料
等
の

高
騰
に
加
え
、
台
風
や
豪
雨
等
の
自
然
災
害
が
頻
発
し
、

各
地
で
農
作
物
や
園
芸
施
設
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
す
る

な
ど
、
農
業
経
営
を
取
り
巻
く
環
境
は
一
段
と
厳
し
さ
を

増
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
県
で
も
、
昨
年
は
大
雨
に
よ
る
河
川
の
氾
濫
や
冠
水
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菊
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幸
雄

野
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幸
一

向
後　
浩
孝

山
下　
孝
一

宮
原　
賢
一

田
山　
善
男

石
井　
敏
継

齋
藤　
　
博

今
関　
喜
明

越
川　
竹
晴

椿　
　
貫
治

八
木　
克
己

長
谷
川
英
雄

染
谷　
　
茂

釼
持　
壽
志

土
屋　
晴
雄

椿　
　
康
弘

秋
葉　
芳
秀

ほ
か
職
員
一
同

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
獣
害
や
虫
害
に
よ
る
被

害
も
依
然
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

N
O
S
A
I
で
は
、
迅
速
な
損
害
評
価
と
共
済
金
の
早

期
支
払
い
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。

　
2
0
1
9
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
収
入
保
険
制
度
」
は
、

6
年
目
を
迎
え
ま
す
。
青
色
申
告
を
さ
れ
て
い
れ
ば
農
業
共

済
対
象
品
目
外
で
も
加
入
で
き
、
収
入
減
少
を
補
填
し
ま

す
。
現
在
県
下
で
1
4
0
0
以
上
の
経
営
体
に
ご
加
入
を
い

た
だ
き
、
加
入
者
数
は
年
々
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
農
業
者

の
皆
様
に
は
、
経
営
努
力
だ
け
で
は
避
け
る
こ
と
の
で
き
な

い
リ
ス
ク
へ
の
基
幹
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
、
制

度
の
ご
理
解
と
ご
加
入
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

2
0
2
0
年
４
月
に
一
組
合
化
し
た
当
組
合
は
、
将
来

に
わ
た
る
安
定
的
な
業
務
運
営
の
た
め
、
組
織
の
一
層
の

合
理
化
・
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、「
収
入
保
険
」
と

「
農
業
保
険
」
の
両
制
度
を
通
じ
組
合
員
の
経
営
安
定
と
農

業
生
産
力
の
発
展
に
寄
与
で
き
る
よ
う
、
役
職
員
一
丸
と

な
っ
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
災
害
の
な
い
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を

願
う
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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園
芸
施
設
共
済 

加
入
者
の
声

　
ビ
ニ
ー
ル
の
被
覆
期
間
が
短
い
育
苗
用
ハ
ウ

ス
は
、
割
安
な
共
済
掛
金
等
で
加
入
で
き
ま
す
。

　
冬
か
ら
春
に
か
け
て
、
暖
気
と
寒
気
の
温
度

差
に
よ
り
温
帯
低
気
圧
が
発
生
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
特
に
中
心
気
圧
が
急
速
に
低
下
し
た
温

帯
低
気
圧
（
い
わ
ゆ
る
爆
弾
低
気
圧
や
春
の

嵐
）
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　
強
風
に
よ
る
ビ
ニ
ー
ル
の
破
れ
や
パ
イ
プ
本

体
の
変
形
お
よ
び
倒
壊
な
ど
災
害
に
備
え
る
た

め
、
園
芸
施
設
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

被害棟数	 ：229棟
支払共済金	：約1,700万円

春先の強風被害状況
（令和5年1月～５月）

水稲などの育苗ハウスを
お持ちの方へ

掛金や補償額の試算は、最寄りのＮＯＳＡＩまで
お問合せください。
掛金のシミュレーションは
ご自身でも計算できます▶

安定した
農業経営の実現へ

鴨川市
貝渚

満
み つ

田
だ

 清
きよし

さん（78歳）

鉄骨ハウス　３棟（29㌃）
キュウリ、サニーレタス、トマト
水稲８㌶　など

経営規模

　

園
芸
施
設
共
済
に
加
入
し
て
い
て
本
当
に
良

か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
2
0
1
9
年
の
台
風

や
2
0
2
2
年
の
強
風
で
ハ
ウ
ス
の
天
窓
に
被
害

を
受
け
ま
し
た
が
、
共
済
に
加
入
し
て
い
た
お
か

げ
で
、
復
旧
に
必
要
な
費
用
を
補
償
し
て
も
ら
え

次
に
向
け
て
頑
張
れ
ま
し
た
。

　

園
芸
施
設
共
済
に
は
、
1
9
7
9
年
の
制
度

導
入
時
よ
り
加
入
し
て
い
ま
す
。
当
時
は
花か

き卉

を
栽
培
し
て
い
ま
し
た
。
自
然
災
害
の
時
に
共

済
金
が
も
ら
え
る
と
い
う
安
心
感
を
得
て
経
営

に
専
念
で
き
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
従
来
の
水
稲
栽
培
に
加
え
て
、
息

子
夫
婦
や
パ
ー
ト
の
方
と
共
に
、
ド
ラ
ゴ
ン
フ

ル
ー
ツ
や
キ
ュ
ウ
リ
、
サ
ニ
ー
レ
タ
ス
、
ト
マ
ト
、

エ
ダ
マ
メ
な
ど
野
菜
中
心
の
多
角
化
し
た
作
物
を

ハ
ウ
ス
で
栽
培
し
、
収
入
の
安
定
化
を
図
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
さ
ら
な
る
リ
ス
ク
の
備
え
と
し
て
新
た

に
収
入
保
険
に
も
加
入
し
ま
し
た
。

　

農
業
は
、
天
候
や
自
然
災
害
な
ど
の
リ
ス
ク

を
抱
え
て
い
ま
す
が
、
園
芸
施
設
共
済
と
収
入

保
険
を
活
用
す
る
こ
と
で
リ
ス
ク
を
軽
減
し
、
安

定
し
た
経
営
を
実
現
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思

い
ま
す
。

　

小
学
生
向
け
の
食
育
に
も
参
加
す
る
よ
う
に

な
り
、
足
も
と
の
基
盤
を
し
っ
か
り
さ
せ
、
よ
り

良
い
農
業
経
営
の
ス
タ
イ
ル
を
見
つ
け
ら
れ
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

（ホームページ）
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 樹体共済（なし・うんしゅうみかん）　～樹体補償で資産を守る～

掛金や補償額の試算は、最寄りのNOSAIまでお問い合わせください。

お知らせ

被害の状況 引受の状況 補償期間は６月１日より１年間

果樹共済

お
支
払
い
の
対
象
事
故

樹
体
共
済（
な
し
）

　
８
割
補
償
に
加
入
し
た
場
合

東
部
家
畜
診
療
所
が

　
　
　
　
　
移
転
し
ま
す

　
果
樹
共
済
は
、
樹
体
そ
の
も
の
の
損
害
を
対
象
と

す
る
「
樹
体
共
済
」
と
、
果
実
の
損
害
を
対
象
と

す
る
「
収
穫
共
済
」
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
樹
体
共
済
を
ご
案
内
し
ま
す
。

　

建
物
の
老
朽
化
に
よ
り
東
部
家
畜
診
療

所
（
山
武
市
）
の
設
備
が
機
能
し
な
く
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
２
０
２
3
年
12
月
11
日
に

わ
か
し
お
支
所
山
武
セ
ン
タ
ー
（
山
武
市
）

へ
移
転
し
、
合
同
事
務
所
と
な
り
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
理
解
と
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
故
に
よ
っ
て
生
じ
た
枯
死
、
流
出
、

滅
失
、
埋
没
、
損
傷
し
た
場
合
に
お
支
払
い
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

※
病
虫
被
害
は
分
割
割
合
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

風水害

病虫害

ひょう害

鳥獣害

落雷

火災

わかしお支所山武センター内へ移転します

幸水（なし）樹齢15年を10㌃栽培
標準の収穫量と単価等で計算した場合

幸水5本が
全損となった

共済金額（補償される金額）は

支払共済金は
農家負担掛金は
5,440,000円

850,000円 26,330円
（掛金の半分は国が負担）

東部家畜診療所東部家畜診療所
住所：山武市成東735-1住所：山武市成東735-1
電話：0475-82-2421電話：0475-82-2421
FAX：0475-82-6834FAX：0475-82-6834
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関
東
甲
信
越
地
区
牛
削
蹄
競
技
大
会

関
東
甲
信
越
地
区
牛
削
蹄
競
技
大
会

　
お
よ
び
令
和

　
お
よ
び
令
和
55
年
度
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
競
技
大
会

年
度
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
競
技
大
会

　

2
0
2
3
年
9
月
28
日
に
千
葉
県

畜
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
に
て
牛
削

蹄
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
県
か
ら
選
手
全
16
名
（
単
独
保

定
の
部
9
名
・
枠
場
保
定
の
部
7
名
）

が
出
場
し
、
牛
の
歩
き
方
や
姿
勢
、

蹄
の
形
な
ど
を
見
て
適
し
た
削
蹄
方

針
を
判
断
す
る
「
牛
削
蹄
判
断
競
技
」

（
筆
記
）
と
試
験
牛
を
規
定
時
間
内
で

削
蹄
す
る
「
牛
削
蹄
競
技
」（
実
技
）

に
よ
り
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
総
合
優
勝
の
藤
田

太
郎
さ
ん
と
単
独
保
定
の
部
優
秀
賞

の
上
田
久
さ
ん
が
、
全
国
大
会
へ
の

出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

総
合
優
勝

最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

敢
闘
賞

藤
田
太
郎
さ
ん（
群
馬
県
）

藤
田
太
郎
さ
ん（
群
馬
県
）

岡
島
秀
明
さ
ん（
千
葉
県
）

上
田　
久
さ
ん（
千
葉
県
）

宮
本
純
子
さ
ん（
茨
城
県
）

大
町
真
之
さ
ん（
栃
木
県
）

単
独
保
定
の
部

枠
場
保
定
の
部

大
会
結
果

 牛群診断サービスについて
家畜共済

主な流れ

北部家畜診療所　佐藤弘泰 獣医師（右）

新米削蹄師の比
ひ る ま

留間瑠
る み
海さん（21）は

「東京の農業高校に行ったときに削蹄
を見てかっこいいと思い目指すように
なりました。現在、群馬県の藤田太郎
さんのところで修行中です。
来年は枠場保定の部で
出場できるように頑張り
たいです」と意気込みを
話してくれました。

　
２
０
２
３
年
７
月
よ
り
牛
群
の
生
産
性
向
上
を
目
的
と
し
た
グ
ル
ー
プ

（
県
全
域
６
名
）
を
結
成
し
、
牛
群
診
断
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
飼
養
管
理
契
約
を
結
ん
だ
酪
農
場
に
対
し
て
、
乳
牛
の
繁
殖
成
績
、
飼

料
効
率
の
改
善
や
疾
病
低
減
な
ど
生
産
性
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を

農
場
と
一
緒
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

農
場
を
訪
問

乳
成
分
や
飼
料
設
計
、
牛

の
体
つ
き
（
B
C
S
）、

第
一
胃
の
充
満
度

（
R
F
S
）、
糞
性
状
な
ど

を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

改
善
点
を
と
り
ま
と
め
た

デ
ー
タ
を
農
場
へ
返
却

乳
牛
の
繁
殖
成
績
、
飼

料
効
率
の
改
善
や
疾
病

低
減
へ

　
「
発
情
が
分
か
り
に
く
い
」「
乳
質
を
改
善
し
た
い
」
と
い
っ
た
具
体
的

な
課
題
が
な
く
と
も
お
手
伝
い
し
ま
す
。
普
段
の
診
療
と
は
別
の
視
点
に

立
ち
、
牛
群
を
診
断
し
ま
す
。

　
契
約
対
象
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
酪
農
場
の
み
で
す
。（
今
後
、
肉
牛
農

場
へ
の
サ
ー
ビ
ス
も
検
討
中
）

　
契
約
に
か
か
る
費
用
等
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
家
畜
診
療
所
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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農業経営収入保険

収入保険収入保険ににご加入中ご加入中ののみなさまへみなさまへ
保
険
期
間
中
、

次
に
該
当
す
る
場
合
は

最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い

帳
簿
の
記
録
と
保
存
の
お
願
い

青
色
申
告
の
仕
訳
の
お
願
い

①
作
付
す
る
農
作
物
の
種
類
や
栽
培
面

積
、
見
込
収
穫
量
の
変
更
が
あ
っ
た
方

②
過
去
の
青
色
申
告
決
算
書
で
、
修
正

申
告
を
行
っ
た
方

④
農
作
物
の
種
類
ご
と
に
、
１
割
を
超
え
る

収
入
の
減
少
等
が
見
込
ま
れ
る
方

③
家
族
間
で
の
経
営
移
譲
や
、
個
人
か
ら

法
人
へ
の
継
承
、
法
人
の
解
散
等
が

あ
っ
た
方

　

農
作
業
日
誌
・
事
業
消
費
帳
簿
・
販
売
帳
簿
・
棚
卸

帳
簿
の
記
録
と
保
存
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

令
和
５
年
分
の
青
色
申
告
を
す

る
際
に
、
保
険
金
等
の
見
積
額
を

算
出
し
、
税
務
申
告
書
類
へ
計
上

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

保
険
期
間
（
税
の
収
入
算
定
期

間
）
終
了
後
（
個
人
の
場
合
は
１

月
下
旬
頃
）
に
、「
保
険
金
等
見

積
額
算
出
の
ご
案
内
」
が
送
付
さ

れ
ま
す
。

　

保
険
金
等
の
見
積
額
算
定
の
お

手
伝
い
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
最

寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

見
積
額
の
算
出
時
に
は
、

次
の
内
容
が
必
要
で
す
。

・「
保
険
金
等
見
積
額
算
出
の

ご
案
内
」
の
内
容

・
販
売
金
額

・
期
末
棚
卸
高
及
び
棚
卸

数
量

・
雑
収
入　
　

な
ど

　

青
色
申
告
に
記
載
す
る
販
売
金
額
を
品
目
ご
と
に
分

け
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

適
切
な
加
入
手
続
き
や
保
険
金
等
の
お
支
払
い
を
行

う
た
め
に
必
要
で
す
。

　

つ
な
ぎ
融
資
は
、
事
故
通
知
か
ら

最
短
１
か
月
程
度
で
融
資
を
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

見
込
み
保
険
金
等
の
８
割
を
上
限

と
し
て
融
資
さ
れ
、
保
険
期
間
終
了

後
に
確
定
し
た
保
険
金
等
と
相
殺
し

ま
す
。 つ

な
ぎ
融
資
が

利
用
で
き
ま
す

税
申
告
時
の
お
願
い

※作付面積や収穫量等のご記入もお願いします。

＜仕訳例＞青色申告決算書（２ページ目 Ⓐ収入金額の内訳）

品目ごとに
分けてください
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青色申告白色申告

青色申告青色申告ががおすすめですおすすめです
青
色
申
告
の

主
な
メ
リ
ッ
ト

　

青
色
申
告
を
始
め
る
場
合

は
、
3
月
15
日
ま
で
に
最
寄

り
の
税
務
署
へ
「
所
得
税
の

青
色
申
告
承
認
申
請
書
」
を

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
白
色
申
告
で
も
記
帳
の
必
要
が
あ

り
ま
す
。
同
じ
記
帳
を
行
う
の
で
あ

れ
ば
、
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
青
色
申
告

へ
の
切
り
替
え
が
お
す
す
め
で
す
。

　

安
定
的
な
農
業
経
営
の
た
め
に
、

青
色
申
告
を
始
め
て
収
入
保
険
へ
の

ご
加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

令
和
６
年
３
月
15
日
ま
で
に
申

請
書
を
提
出
し
、
令
和
６
年
分
か
ら

青
色
申
告
を
始
め
た
方
は
、
令
和

７
年
の
保
険
期
間
か
ら
収
入
保
険
へ

ご
加
入
い
た
だ
け
ま
す
。

（
令
和
５
年
分
か
ら
青
色
申
告
を
始

め
た
場
合
は
令
和
６
年
の
保
険
期
間

か
ら
ご
加
入
い
た
だ
け
ま
す
。）

　
収
入
保
険
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は

随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　
最
寄
り
の
N
O
S
A
I
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

令
和
６
年
契
約
か
ら

青
色
申
告
１
年
分
の
み
で
も

収
入
保
険
に
ご
加
入
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た

1
．
最
高
65
万
円
の
特
別
控
除

が
受
け
ら
れ
ま
す

2
．
専
従
者
の
給
与
を
必
要
経

費
に
算
入
で
き
ま
す

3
．
純
損
失
額
の
繰
り
越
し
や

繰
り
戻
し
が
で
き
ま
す

　

農
業
に
専
従
し
、
生
計
を

同
一
に
し
て
い
る
配
偶
者
や

15
歳
以
上
の
親
族
へ
の
給
与

を
、
必
要
経
費
に
算
入
で
き

ま
す
。

　

損
失
額
を
最
長
3
年
間
に

わ
た
り
繰
り
越
し
、
所
得
か

ら
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
損
失
額
を
前
年

分
に
繰
り
戻
し
、
所
得
税
の

還
付
を
受
け
取
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

なし

なし

簡易簿記

収支内訳書

配偶者86万円まで
それ以外は50万円まで

なし

届出の必要

特別控除

記帳義務

決算書の作成

専従者

赤字の処理

あり

10万円 55万円 65万円

簡易簿記 正規の複式簿記
正規の複式簿記

※e-taxによる電子申告
または電子帳簿保存

貸借対照表・損益計算表

一部未記入
でも可 全て記入

家族の給料を経費とすることが可能 
妥当であれば金額の制限はなし

あり

小 大節税効果
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ＪＢミートセンターお肉
にく

の工
こうじょう

場直
ちょくばいじょ

売所
ジェリービーンズ

ごじゃ箱
ばこ

●大粒肉焼売（6個入） � 　640円
●粗挽きハーブフランク  � 　600円
●煮豚  �   860円

●角煮味付け肉（味噌・ハニーマスタード）
詰め放題  � 　1,480円（毎週土曜日）

●イチゴ  � 　540円～
●トマト  � 　418円～
●苗  � 　88円～

（各種、時期・種類によって変動）

●フルーツジャム  � 　648円

　1992年に設立された有限会社ジェリービーンズは、自社ブ
ランドである『元気豚』を使用した精肉、加工品の販売をして
います。『元気豚』は「元気で健康な豚がいちばん美味しい」と、
香取郡多古町の大自然の中で、愛情を注ぎのびのびと大切に
育てています。自分達の手で多くのお客様に直接届けたいとい
う想いから、自社運営する工場直売所のほか、通信販売や小
売店・飲食店様向けの事業販売も積極的に行っています。

　1992年より地元農家（会員280名）で運営するいすみ市の直売所です。地元産
の新鮮な農産物を取り揃えており、イチゴやトマトを中心とした野菜、いすみ米、
花（ストック）などを販売しています。その他に手作りパンや惣菜などの加工品、
花き苗なども取り揃えています。外房の海に近い国道128号沿いの店舗は交通の便
も良く、県内にとどまらず東京から来られるお客様も増えています。

有限会社ジェリービーンズ
代表取締役　内

うちやま
山 利

としゆき
之さん

香取郡多古町南中1698-8
0479-70-6830
0479-70-6100
9：30～17：00
毎週日曜日（最終週以外）、年末年始（12/29～1/3）
https://jellybeans.co.jp

代

住

営
休

髙
こうち

地 恒
つねお

夫さん
いすみ市岬町井沢1896-1
0470-87-8580
8：30~17：00
1/1～1/5

代
住

営
休

▲ホームページ

大粒 肉焼売はひとつひとつ丁寧に手
包みしており、ジューシーに仕上げて
います。粗挽きハーブフランクは、
キャンプ時にも人気の商品です。煮豚
は素材の味を生かし、お客様からの評
判も良いです。毎月末の金、土、日曜
日は、詰め放題を1,380円で実施して
いるので、クーラーボックスを持参し、
是非お越しください。

（右から２番目が代表の髙地さん）

粗挽きハーブフランク粗挽きハーブフランク

大粒肉焼売大粒肉焼売

煮豚煮豚
※毎月最終週の金、土、日曜日ではセール価格1,380円

で実施しております。

専務取締役　内
うちやま

山 裕
ゆうき

貴さん
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加
か と う

藤菜
さい え ん

園直
ちょくばいじょ

売所

直
ちょくばい

売ハウス　村
むら

時
ど け い

計

●なばなソフトクリーム 	 　400円
●食用ナバナ（１パック） 	 　100円～

●食用ナバナ（量り売り） �  100円/100g～
※ナバナは時期により価格変動あり

●キクイモの味噌漬け（200ｇ）  � 　380円
●手作りの生コンニャクイモ （100ｇ）� 　80円

　2022年にオープンした南房総市の加藤菜園直売所で
は、地域農家さんがつくる季節の農産物や珍しい野菜を
販売し、地元の方はもちろん県外から訪れる観光客で賑わいます。
11月中旬から3月頃にかけて南房総の特産品である「食用ナバナ」の
収穫が最盛期を迎えます。おすすめはナバナを練りこんだ「なばな
ソフトクリーム」。ナバナのほのかな香りとすっきりした味わいが特徴
で、この時期にしか食べられない逸品です。

　2013年6月にオープンし、成田市内の農家がつくる旬の農産物や加工品を販
売しています。秋にはカキやクリ、サツマイモといった農産物が直売所に並び、
冬はダイコンやゴボウといった根菜類の他に、予約制のお餅を販売予定です。
中でも「キクイモの味噌漬け」と「手作りの生コンニャクイモ」は冬期毎年
人気の商品です。

加
かとう

藤 博
ひろみつ

光さん
南房総市本織502
0470-20-6233
090-4451-3691
10：00～15：00
不定休

代
住

営
休

湯
ゆあさ

浅 伸
しんいち

一さん
成田市松崎1247
0476-37-4555
9：30～17：30（4月～9月）
9：30～17：00（10月～ 3月）
不定休

代
住

営

休

▲インスタグラム
加藤菜園 

(@katou_vegetable_garden)

直売所の目の前に広がる
ナバナ畑を眺めながら

「なばなソフトクリーム」
を味わっていただきたい
で す。 採 れ た て 新 鮮 の
ナバナは量り売りもして
います。南房総にお越し
の際にはぜひご賞味くだ
さい。安

あんざい
西 綾

あやこ
子さん
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八
千
代
市
　
大
和
田
新
田

立た
ち
か
わ川 

あ
ゆ
み
さ
ん

パ
ク
チ
ー
で
商
品
開
発

　

八
千
代
市
の
道
路
沿
い
に
建
つ
直
売
所
に
併
設
し

た
自
動
販
売
機
に
は
、
新
鮮
な
パ
ク
チ
ー
と
、
パ
ク

チ
ー
を
使
用
し
た
ペ
ー
ス
ト
や
グ
リ
ー
ン
カ
レ
ー
、

餃
子
な
ど
が
売
ら
れ
て
い
ま
す
。
販
売
す
る
の
は
、

パ
ク
チ
ー
農
家
の
立
川
あ
ゆ
み
さ
ん
（
50
）。

　

立
川
さ
ん
は
2
0
1
6
年
に
就
農
し
ま
し
た
。
女

性
で
も
扱
い
や
す
い
軽
い
野
菜
で
、
一
定
層
の
支
持

を
受
け
市
場
競
争
が
少
な
い
“
ニ
ッ
チ
”
な
野
菜
で

あ
る
た
め
パ
ク
チ
ー
を
選
ん
だ
と
い
い
ま
す
。
両
親

の
畑
や
地
域
の
方
の
畑
を
借
り
て
、
露
地
で
30
㌃
ほ

▲道路沿いにある直売所

▲いつでも商品が購入できる自動販売機

ど
耕
作
し
て
い
ま
す
。
作
業
は
両
親
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
主
に
立
川
さ
ん
一
人
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

パ
ク
チ
ー
は
害
虫
が
付
き
に
く
い
た
め
、
化
学

肥
料
や
農
薬
を
使
わ
ず
に
育
て
て
い
ま
す
。
暑
さ

や
寒
さ
に
弱
く
、
25
℃
程
度
が
一
番
収
量
の
多
い

適
温
で
す
。
春
や
秋
が
生
育
適
期
で
す
が
、
ト
ン

ネ
ル
等
で
温
度
管
理
を
し
て
通
年
出
荷
で
き
る
よ

う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　
主
に
飲
食
店
に
卸
し
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で

飲
食
店
へ
の
需
要
が
減
っ
た
際
、
個
人
向
け
に
始
め

た
の
が
自
動
販
売
機
で
の
販
売
で
し
た
。

パ
ク
チ
ー
ペ
ー
ス
ト
は
、
2
0
2
0
年
に

食
品
衛
生
管
理
者
の
資
格
を
取
得
し
、
立

川
さ
ん
自
身
が
開
発
し
た
自
慢
の
逸
品
で

す
。
ま
ろ
や
か
な
味
わ
い
の
チ
ー
ズ
入
り

と
、
よ
り
パ
ク
チ
ー
を
感
じ
ら
れ
る
チ
ー

ズ
レ
ス
の
2
種
類
が
あ
り
ま
す
。
グ
リ
ル

し
た
肉
や
魚
に
か
け
る
ソ
ー
ス
や
、
炒
め

も
の
の
調
味
料
と
し
て
「
手
軽
に
パ
ク
チ
ー

に
親
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
立
川
さ
ん
。

　

今
後
は
、
パ
ク
チ
ー
専
門
農
家
と
し
て

ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え
て
い
く
活
動
を
し
て
い

き
た
い
と
い
い
ま
す
。「
6
次
産
業
と
し

て
ブ
ラ
ン
ド
化
の
重
要
性
を
講
習
で
き
た

ら
良
い
な
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

▲「新鮮なパクチーを提供したい」と立川さん

P
パ ク チ ー

AKUCI S
シ ス タ ー ズ

ISTERS
住所　八千代市大和田新田885-5
TEL・FAX　047-450-6788
HP　https://www.pakucisisters.com/ ▲ホームページ
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南
房
総
市
　
平
久
里
中

長
は
せ
が
わ
谷
川 

光み
つ
お夫

さ
ん
・
長ち

ょ
う
こ子

さ
ん

農
地
を
守
る
。
自
ら
狩
猟
し
食
材
へ

　
「
イ
ノ
シ
シ
を
捌
く
の
も
慣
れ
た
ら
魚
と
同
じ
で
す

よ
」
と
話
す
の
は
女
性
で
は
珍
し
い
イ
ノ
シ
シ
の

解
体
作
業
を
行
う
長
谷
川
長
子
さ
ん
（
70
）。

　

長
谷
川
さ
ん
ご
夫
妻
が
暮
ら
す
南
房
総
市
は
、
長

年
に
わ
た
り
イ
ノ
シ
シ
等
の
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作

物
被
害
に
悩
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
夫
の

長
谷
川
光
夫
さ
ん
（
75
）
は
被
害
を
少
し
で
も
食
い

止
め
る
た
め
、
10
年
ほ
ど
前
に
わ
な
猟
免
許
を
取
得

し
、
現
在
で
は
年
間
30
～
40
頭
の
イ
ノ
シ
シ
を
箱
わ

な
を
用
い
て
捕
獲
し
て
い
ま
す
。「
光
夫
さ
ん
が
イ
ノ

シ
シ
の
解
体
方
法
を
地
元
猟
師
に
教
わ
り
、
そ
の
手

伝
い
を
し
な
が
ら
見
様
見
真
似
で
解
体
方
法
を
覚
え

ま
し
た
」
と
長
子
さ
ん
。

　

冬
場
の
11
月
～
2
月
に
捕
獲
し
た
50
㌕
前
後
の
イ

ノ
シ
シ
が
脂
が
の
っ
て
い
て
美
味
し
い
と
い
い
ま
す
。

解
体
す
る
上
で
重
要
な
の
は
血
抜
き
処
理
で
す
。
適

切
か
つ
迅
速
に
し
っ
か
り
行
う
こ
と
で
イ
ノ
シ
シ
特

有
の
臭
い
も
出
な
い
と
い
い
ま
す
。
ま
た
解
体
の
際

に
は
数
種
類
の
ナ
イ
フ
等
を
使
い
分
け
、
美
味
し
い

脂
身
を
い
か
に
多
く
残
し
て
皮
を
剥
げ
る
か
が
一
番

の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
長
谷
川
さ
ん
は
年
間
約
6
～
10
頭
の
イ
ノ
シ
シ
を
解

体
し
ま
す
が
、
今
ま
で
で
一
番
大
き
な
1
0
0
㌕
ほ
ど

の
個
体
を
解
体
し
た
際
に
は
、
二
人
で
作
業
し
て
も
２

時
間
以
上
か
か
り
ま
し
た
。「
解
体
し
た
肉
は
5
日
ほ

ど
熟
成
さ
せ
ス
ラ
イ
ス
し
、
塩
麹
に
漬
け
込
む
と
柔
ら

か
く
ジ
ュ
ー
シ
ー
に
な
り
、
焼
肉
に
す
る
と
最
高
に
美

味
し
い
で
す
よ
」
と
長
谷
川
さ
ん
ご
夫
妻
。

　
「
近
年
、
狩
猟
者
の
高
齢
化
や
減
少
が
進
み
狩
猟
者

だ
け
で
は
鳥
獣
害
対
策
を
行
っ
て
い
く
の
は
難
し
く
、

行
政
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
す
。
廃
校
に
な
っ
た
給

食
室
等
を
利
用
し
解
体
処
理
施
設
を
建
設
で
き
れ
ば
、

捕
獲
処
分
す
る
だ
け
で
な
く
、
若
手
猟
師
の
参
入
や

ジ
ビ
エ
と
し
て
の
利
活
用
が
で
き
、
地
域
の
活
性
化

に
も
繋
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

▲「地域の鳥獣被害を少しでもなくしたい」と猟免許を取得した光夫さん

▲解体作業は長谷川さんご夫妻で行います

◀複数のナイフ等を使い分けて解体しています
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家畜診療所 通
信 旭

市
　
高
生

株
式
会
社
エ
ハ
シ
フ
ァ
ー
ム
　
代
表
取
締
役
　
江え

は
し橋 

洋よ
う
い
ち一

さ
ん

選
ん
で
も
ら
え
る
味
と
品
質
を
追
求
し
て

　

養
豚
業
を
営
む
株
式
会
社
エ
ハ
シ
フ
ァ
ー
ム
、
代

表
取
締
役
の
江
橋
洋
一
さ
ん
（
48
）
の 

「
菜な

の
花は

な

旨う
ま

脂し

ポ
ー
ク
」
や
「
菜
の
花
う
ま
し
ポ
ー
ク
の
ソ
ー
セ
ー
ジ
」

が
好
評
で
す
。
洋
一
さ
ん
は
、
両
親
と
妻
、
従
業
員
の

合
計
6
名
で
養
豚
業
の
ほ
か
、
畑
50
㌃
、
施
設
園
芸

8
㌃
を
営
農
し
て
い
ま
す
。

　
父
の
栄
治
さ
ん
が
始
め
た
養
豚
業
を
10
年
ほ
ど
前
に

譲
り
受
け
、
2
0
2
2
年
８
月
に
法
人
化
。
2
0
2
3

年
３
月
頃
か
ら
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
商
品
化
し
、
J
A
ち
ば

み
ど
り
の
直
売
所
「
み
ど
り
の
大
地
」
の
ほ
か
、
主
に

個
人
飲
食
店
に
卸
し
て
い
ま
す
。

　
「
味
や
風
味
な
ど
質
で
差
別
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
」

と
の
想
い
か
ら
菜
の
花
旨
脂
ポ
ー
ク
が
誕
生
し
ま
し

た
。
県
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
菜
の
花
と
、
菜
種
油
を

飼
料
に
添
加
し
て
い
る
こ
と
が
名
前
の
由
来
で
、

口
溶
け
の
よ
い
脂
の
甘
さ
を
感
じ
ら
れ
る
銘
柄
豚
と

な
っ
て
い
ま
す
。
一
般
的
な
L
W
D
三
元
豚
と
は
異

な
り
、
日
本
の
古
来
種
（
中
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
種
）
を

掛
け
合
わ
せ
た
L
Y
D
三
元
豚
で
、
L
W
D
三
元
豚

よ
り
も
肥
育
日
数
は
か
か
り
ま
す
が
、
そ
の
分
肉
締

ま
り
が
良
い
と
い
い
ま
す
。

　
2
0
1
9
年
の
台
風
で
は
肥
育
舎
が
全
損
す
る
被

害
を
受
け
ま
し
た
。「
畜
舎
を
建
て
直
し
、
様
々
な
方

か
ら
の
協
力
を
得
て
被
害
を
乗
り
越
え
た
。
ま
た
、

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
や
、
付
加
価
値
を

高
め
る
方
法
、
法
人
化
も
含
め
、
台
風
被
害

を
き
っ
か
け
に
経
営
を
見
直
す
良
い
機
会
に

な
っ
た
」
と
洋
一
さ
ん
。

　
ま
た
、
精
肉
加
工

の
過
程
で
生
ま
れ
る

安
く
扱
わ
れ
る
枝
肉

の
部
位
を
ど
う
に
か

で
き
な
い
か
と
悩
ん

で
い
た
時
、
趣
味
の

バ
ン
ド
活
動
か
ら
偶

然
に
も
ソ
ー
セ
ー
ジ

加
工
業
者
の
方
と
の

繋
が
り
が
出
来
ま
し

た
。
試
作
を
重
ね
た
ソ
ー
セ
ー
ジ
は
、
肉
の
食
感
と

脂
の
旨
味
を
十
分
感
じ
る
逸
品
で
す
。

　
「
こ
れ
か
ら
も
よ
り
一
層
、
農
場
に
お
け
る
伝
染
病

な
ど
の
防
疫
対
策
に
努
め
、
養
豚
業
の
安
定
経
営
を

目
指
し
て
い
き
た
い
」
と
洋
一
さ
ん
。
規
模
拡
大
の

た
め
、
現
在
新
た
に
畜
舎
の
建
設
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
洋
一
さ
ん
が
所
属
す
る
地
元
「
営
農
法
人

（
農
）
お
う
め
い

ワ
ク
ワ
ク
お
米
ク

ラ
ブ
」
の
飼
料
用

米
を
配
合
飼
料
に

使
用
し
、
循
環
型

の
農
業
を
目
指
し

た
い
と
も
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

▲「ソーセージは、脂の旨味を十分に感じられる逸品です」
　と洋一さん

▲好評の
　「菜の花うましポークのソーセージ」 ▲大切に育てられたLYD三元豚
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家畜診療所 通
信

　
2
0
2
3
年
11
月
16
日
、
関
東
地
区
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
共
進
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
で
2
0
2
1
年
の
予
定
か
ら
延
期
と
な
り
、

2
0
0
6
年
以
来
17
年
ぶ
り
に
千
葉
県
で
の
開

催
で
す
。
私
は
南
部
家
畜
診
療
所
の
田
山
穣
獣

医
師
と
共
に
「
衛
生
班
」
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。
共
進
会
前
日
の
参
加
牛
の
搬
入
か
ら
始
ま

り
、
翌
16
日
の
共
進
会
後
の
搬
出
ま
で
、
2
日

間
の
内
容
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
普
段
の
診
療
と
異
な
り
、
共
進
会
と
い
う
特

別
な
場
所
で
、
他
県
の
参
加
牛
も
診
療
対
象
に

な
る
た
め
、
少
な
か
ら
ず
不
安
も
あ
り
ま
し
た
。

緊
張
の
中
迎
え
た
衛
生
班
の
仕
事
は
、
幸
い
に

も
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
な
く
2
日
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
牛
の
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
を
良
好
に
保
つ
出
品
者
の

飼
養
管
理
能
力
を
物
語
る
証
拠
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。
各
県
の
代
表
牛
は
、
普

段
の
診
療
で
触
れ
る
牛
と
違
い
、
気
品

を
纏ま

と

い
美
し
く
仕
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
夜
通
し
牛
を
観
察
し
、
調
整
し
て

本
番
に
備
え
て
い
る
酪
農
家
の
皆
様
か
ら
は
熱

意
が
感
じ
ら
れ
、
共
進
会
と
い
う
晴
れ
の
場
を

仲
間
と
共
有
し
て
楽
し
ん
で
い
る
独
特
の
雰
囲

気
の
中
、
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　
共
進
会
の
結
果
は
、
最
高
賞
は
群
馬
県
の
牛

が
受
賞
。
未
経
産
２
部
で
千
葉
県
の
参
加
牛

（
横
芝
光
町
の
伊
藤
博
さ
ん
の
牛
）
が
１
位
に

選
ば
れ
ま
し
た
。
衛
生
班
と
い
う
立
場
で
す
が
、

千
葉
県
の
牛
を
応
援
し
て
い
た
自
分
は
、
心
の

中
で
大
拍
手
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
人
馬
一
体
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

今
回
の
共
進
会
で
は
「
人

牛
一
体
」
だ
と
思
い
ま
し

た
。
2
日
間
で
、
酪
農
家

の
皆
様
の
と
て
も
乳
牛
を

愛
す
る
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
心
新

た
に
、
酪
農
家
、
畜
産
農
家
の
方
々
へ
少
し
で

も
お
力
添
え
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
感

じ
ま
し
た
。
畜
産
農
家
と
家
畜
診
療
所
、
目
指

す
と
こ
ろ
は
一
致
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
非

常
に
苦
し
い
情
勢
で
は
あ
り
ま
す
が
、
お
互
い

が
理
解
し
合
い
、
今
後
も
畜
産
業
の
発
展
や
利

益
構
造
が
良
化
す
る
事
を
一
職
員
と
し
て
願
っ

て
止
み
ま
せ
ん
。

中
央
家
畜
診
療
所

大だ
い
じ慈　

祐ゆ
う
す
け介

獣
医
師

第
20
回 

関
東
地
区
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
に
参
加
を
し
て

共進会の様子

共進会で心を打たれた
メッセージが書かれたノボリ

美容院でヘアセット中の牛
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農地中間管理機構
①農地を借り受けます
②受け手がまとまりのある

形で農地を利用できるよ
う配慮して貸し付けます

③必要に応じて、農地の利
用条件を改善します

農地中間管理事業の仕組み

（公社）千葉県園芸協会

花枯れおよび葉枯れ

羊飼いの杖症状

写真提供：農研機構

地上部の変色

株元の茎の黒変

地際部の黒変

感染したイモの腐敗

中国産梨花粉中国産梨花粉は絶対には絶対に使用しないで！使用しないで！

出典：「農研機構生研支援センターイノベーション創出強化研究推進事業（01020C）
　　  令和元年度版マニュアル「サツマイモ基腐病の発生生態と防除対策」」

※生育中や収穫時に写真と似た症状を確認したら、所轄する農業事務所までご連絡
　ください。

家庭菜園・市民農園でサツマイモを栽培される
みなさまも発生防止にご協力ください

ナシ・リンゴ生産者のみなさまへ

サツマイモ生産者のみなさまへ

「火
か し ょ う

傷病
び ょ う

」に注意！

「基
も と ぐ さ れ

腐病
び ょ う

」に注意！
病気の特徴

主な防除

●雨が降ると雨水を介して、病気にかかったサツマイモから他の健
全なサツマイモに病原菌が広がります。

●病原菌は土に残るため、同じ畑でサツマイモを栽培すると発病を
繰り返す可能性があります。

●未発生ほ場で生産されたことの確認などにより、健全種苗を確保
しましょう。

●未消毒の苗は、植え付け前に登録農薬で消毒しましょう。
●栽培期間中は、ほ場観察を通じて基腐病の早期発見に努めま

しょう。

　ナシの病害「火傷病」（かしょうびょう）が中国で発生し、日本国内への侵入防止に万全
を期すため、2023年8月30日に国が中国産梨花粉の輸入を停止しました。
　火傷病は有効な防除法がない上、まん延スピードが非常に速く、感染すると周辺の健全
な樹木も含め伐採が必要となる場合があります。
　中国産梨花粉の在庫がある場合は、密閉して保管し、授粉作業に使用しないでください。
　また、ナシの樹に疑わしい症状がみられる場合は、速やかに所轄する農業事務所までご
報告願います。

https://www.pref.chiba.lg.jp/annou/shokubo/kasyoubyou.html
千葉県ホームページ　【梨生産者のみなさまへ】中国での火傷病発生に関するお願い

お問い合わせは農業事務所まで

農
地
を
貸
し
た
い
方
は

ご
相
談
く
だ
さ
い

　
農
地
を
必
要
と
す
る
方
に
貸
し

た
い
農
地
が
あ
る
場
合
、
市
町
村

ま
た
は
（
公
社
）
千
葉
県
園
芸
協

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
公
社
）
千
葉
県
園
芸
協
会
農
地
部　

電
話
０
４
３-

２
２
３-

３
０
１
１

※
（
公
社
）
千
葉
県
園
芸
協
会
は
、

千
葉
県
か
ら
農
地
中
間
管
理
機
構

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

出し手 受け手

よし、
規模拡大しよう！

農地を
貸したいなぁ…

借
受
け

貸
付
け

14NOSAI ちば



難防除雑草

県内の分布状況(2021年)
（千葉県生物多様性センター

HPより引用）

出典：ナガエツルノゲイトウ駆除マニュアル（農林水産省、環境省、農業・食品産業技術総合研究機構）

出典：ナガエツルノゲイトウ駆除マニュアル（農林水産省、環境省、農業・食品産業技術総合研究機構）

河川・用水路を介して※特定外来生物「ナガエツルノゲイトウ」の
発生区域が拡大しています。定着すると駆除が困難な雑草で、
生態系や農業へ悪影響を及ぼします。用水路、水田の水口付近や
畦畔を見回り、早期発見・早期駆除に努めましょう。

注意！ 刈払機を使った除草は、茎や根の断片が
周囲に飛散してかえって発生場所が拡大します！

【葉】 節から一対の葉

葉の先はややとがる

節に短い毛
茎の表面はなめらか

節からよく分枝

球状花の直径は
約1～1.5cm

花柄は葉の脇から伸びる

花柄は約1～4cm

茎は空洞（ストロー状）

開花期：6月～10月

長さは 2.5～5cm
幅は 0.7～2cm

【茎】 【花】
ナガエツルノゲイトウの見分け方

間違えやすい植物

再生力：大
拡散力：大
侵略性：大

数㎝の茎断片から容易に発根
茎はちぎれやすく、水に浮く
乾燥に強く、畑地などにも侵入

畦畔・本田で発見した場合は、登録のある除草剤で防除しましょう。

※特定外来生物は、法律で栽培・運搬等が禁止されています。

「ナガエツルノゲイトウ」「ナガエツルノゲイトウ」にに注意！注意！

特
　
徴

水
路
で
群
落
と
な
る

1cm

1ｍm

タカサブロウ（在来種）

・葉の鋸歯は不明瞭
・花は球状でなく平たい

ツルノゲイトウ（外来種）

・球状花は葉の脇にくっつく
※花のない時期は見分けが困難

アメリカタカサブロウ（外来種）

・葉の鋸歯は明瞭
・花は球状でなく平たい

◀詳しい防除方法などは左QRより安全農業推進課HPをご覧ください。
　お問い合わせ先：千葉県農林水産部　安全農業推進課　TEL:０４３－２２３－２８８８
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共済掛金等の納入は
口座振替でお願いします
共済掛金等の納入は
口座振替でお願いします

2
0
2
4
年
　
新
年
号
　
N
o. 15

千
葉
県
農
業
共
済
組
合

 住
所：〒

260-0031 千
葉

市
中

央
区

新
千

葉
3-2-6 農

業
会

館
内

TEL：043-245-7449　
FA

X：043-247-0895　
https://nosai-chiba.or.jp/

　引受の適正化及びコンプライアンス
（法令遵守）の観点から、共済掛金の納
入は口座振替をお願いしています。
　ＪＡ以外の金融機関からも振替が
可能です。みなさまのご理解とご協力
をお願いします。

〒289-1326 山武市成東735-1
TEL ／ 0475-82-2332山武センター

〒289-2613 旭市後草1117
TEL ／ 0479-55-2083海匝支所

〒289-2134 匝瑳市横須賀306-2
TEL ／ 0479-72-1255匝瑳センター

〒287-0042 香取市山之辺1番1
TEL ／ 0478-58-5611香取支所

〒285-0911 印旛郡酒々井町尾上125-2
TEL ／ 043-481-6911北総支所

〒278-0005 野田市宮崎208-2
TEL ／ 04-7128-6030東葛センター

〒260-0031 千葉市中央区新千葉3-2-6
TEL ／ 043-245-7449本所

〒290-0207 市原市海士有木236
TEL ／ 0436-36-1161けいよう支所

〒264-0021 千葉市若葉区若松町2161-9
TEL ／ 043-232-3722千葉センター

〒292-0014 木更津市高柳1003
TEL ／ 0438-23-0371ぼうそう支所

〒294-0005 館山市安東73-2
TEL ／ 0470-22-9011安房センター

〒299-4413 長生郡睦沢町上之郷2192-1
TEL ／ 0475-36-2701わかしお支所

　香取市（山田地区・栗源地区）で
酪農を営んでいる若手酪農家の皆
さんです。今後について「安全・安心
なおいしいミルクを増産し消費者
に届けることはあたりまえのこと。
近年、輸入飼料の高騰により経営が
厳しくなっている中で、地域農家や
行政等と連携して農地の借入や集
積を積極的に進め、今以上に自給飼
料を増やしコスト削減をしていきた
い。困難も多いと思いますが、将来
の酪農の基盤を作っていきたい」と
話してくれました。

～今回の表紙～

写真左から
  た　 だ　　し　おり

多田 詩織さん・
  た　 だ　  ゆう　こ

多田 優子さん・
  き   うち　よう すけ

木内 洋介さん・
 こし かわ　きよ たか

越川 清貴さん
  き   うち　てつ   た

木内 哲太さん・
なめ がた　ひろ　き

行方 弘樹さん・
 あさ  の　　み　 ゆ

浅野 美憂さん・
  お  がさ わら　  み　 く

小笠原 実玖さん

年間

農業共済新聞 お試しください

5,520円購読料

月4回発行月4回発行
水曜日に
発行します

ご自宅に
郵送
ご自宅に
郵送 します

毎号

お得お得
購読料は、
年間一括払い（年極め）が

今週のヘッドラインを
ご覧いただけます。

お申し込みは、ホームページまたは
最寄りのＮＯＳＡＩへお問い合わせください。

2か月無料試し読みキャンペーン実施中！

（送料込み）


